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1. 目的と概要  

気候変動に関する最新の科学的認識によれば 2050 年までに世界合計で温室効果ガスの排出を半減、日本では

2050 年までに 8 割もの大幅削減が求められている。人口が減少に転じ、成熟社会化している日本に対し、中国

の社会経済的基礎状況は全く異なり、そこでの排出削減は日本とは全く異なった諸条件下での対策推進が求めら

れている。人口規模が大きく広大な国土に大きな地域格差が存在する、その経済社会の発展段階の特殊性と地球

全体への影響の大きさは、それだけでも重要な研究対象である条件を備えている。そこで本研究では中国に対象

を絞って低炭素社会へ向けての気候変動防止対策の可能性を、詳細な実態分析を基礎に、きわめて広範囲な学際

的な視点から総合検討することにした。 

研究の概要は、省別・エネルギー需給詳細部門別・エネルギー種類別のエネルギー需給データを基礎に、人口、

経済社会、各種技術、社会資本形成、世界経済との関係、都市と農村の住居等、諸影響要因をつぶさに解析して、

2030年の将来温室効果ガス排出量と各種対策効果を定量評価し、対策を実現する施策のあり方について検討し、

中国における低炭素社会化への可能性を客観分析するものである。その際、現行の関連政策状況を調べ、また国

際比較を行い、その上で有効な政策について考察する。 

本研究の目的は、実態分析を行うとともに削減可能性とそれを実現させる政策手法を提示することである。 

また、この研究作業における中国研究機関、留学生等との共同作業を通じて、相互の理解と共通の科学的認識

を深めるとともに、研究者間の盤石な協力関係を構築することは、アジアの環境リーダー育成にも資するもので

ある。それは長期的には国境を越えたアジアの広域環境行政確立への布石ともなるであろう。 

 

２. 研究の構成 

本研究は５つのサブテーマに分けられ、それぞれの分担者に託して実施している。 

（１） 中国エネルギー需給現況分析と温室効果ガス将来排出量シナリオ分析に関する研究(経済学部・外岡、李、

大連理工大・寧) 

（２）エアロゾル排出係数に関する研究（理工学研究科・坂本、王） 

 （３）建築分野施策と省エネルギーに関する研究（北九州市立大および外岡） 
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（４）中国の気候変動対策と関連政策に関する研究(東北大・明日香、中国人民大・宋) 

（５）環境クズネッツ曲線を応用した環境政策評価(経済学部・外岡、黄) 

 

３．成果と考察 
  中国の統計データについては、とかくデータの信頼性について議論がなされてきたが、本研究におい

て時間をかけて精査し、異常値を除外するなどして分析に耐える経年動向データを整備している。 
  排出寄与が大きい鉄鋼、セメント、交通、建築（建物用途別・非住宅、都市部、農村部住宅別）部門

について、省別データを整備し、他にない詳細な分析を行った(例えば〔2〕)。一部発生源については将

来シナリオ予測を行い排出削減対策効果について検討した。 
  中国の特殊性に鑑みその気候変動政策について多面的な側面から考察した。また中国とEU,UKにつ

いて現行関連政策についての最新情報を収集し、その結果を対策推進政策につなげるための政策手法に

ついて若干の検討ができた。  
  環境クズネッツ曲線を応用した国策比較と地域比較による政策検討手法について試行し、その可能性

を示した。 
CO2以外の大きな温室効果が指摘されているエアロゾル（微小粒子）BC(ブラックカーボン)の排出に

ついて科学的に分析、検証できる実験と実測を企画準備した.実測は2009年度に実施する。 
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